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皮膚微小還流システム
非観血的で痛みが少なく、採血と同等の計測を

連続的に行える

健康状態を把握するために、採血による生体成分（血糖や乳酸など）
の測定が行われている。しかしながら、持続的な測定が困難で、かつ侵襲
的であるため使用者への負担が大きかった。そこで、本発明では長時間リ
アルタイムで生体成分を測定でき、且つ使用者に痛みを与えない生体成
分測定センサを提供する。
具体的には、極微細な皮膚刺入針に特殊な加工を施して皮下組織液
を透析のように回収する生体成分測定用のプローブを開発した。金属針
表面に穴付き膜で覆われた流路を作製した微小還流針を皮膚に刺入・
留置した状態で、流路に還流液（生理食塩水）を循環させる。濃度拡
散（浸透圧）により皮膚組織内の物質が流路の穴を通って還流液中に
入り込むため、これを体外まで流し、体外に設置したセンサにて計測した還
流液中の濃度から血中濃度を推定する。
本発明は、微小な針を皮膚に貼りつけるだけで、非観血的で痛みが少
なく、採血と同等の計測を連続的に行うことが可能である。

概要

 乳酸濃度測定（スポーツ）
 グルコース濃度測定
 治療薬モニタリング
 ストレス、メンタルヘルス評価
など
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本発明の還流液と血液中の乳酸濃度との関係
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定流量バルブ・無電源送液システム
小型・低コスト・長時間駆動が可能な無電源

送液システム

ドラッグデリバリーシステムやPOCT（Point of Care Testing）デバイス、
微小透析などでは、適切な投与量あるいは生体物質の回収率や感度を
上げるために、一定流量で送液する技術が重要である。特許第6120257

号（関連特許1/2）で開発した皮膚微小還流システムにおいても、生体
物質の回収率やセンサ感度を高めるためには、還流液が定流量かつ遅い
速度の流量が求められている。加えて微小還流システムの実用化には小
型、低コスト、低電力が求められていた。
本発明は、真空筐体とシリコーン樹脂膜の膨張を用いた陰圧駆動受動
式定流量バルブを用いた無電源送液システムである。本システムは、流出
口からの吸引圧力が増加すると、それに応じてシリコーン樹脂膜が膨張し、
流路断面積を狭めることにより流量を5μm/min以下の一定に制御し、2
時間以上の駆動も可能である。

概要

 乳酸濃度測定（スポーツ）
 グルコース濃度測定
 治療薬モニタリング
 ストレス、メンタルヘルス評価
など
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造定流量バルブと真空筐体を用いた無電源送液システム," 電気学会
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一定流量かつ2時間駆動を達成
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